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ありがとうございました
●麺場田所商店イオンモール八千代緑が丘店様
から、一般寄附金として５万円の寄附をいただ
きました。
●株式会社ワイズマート代表取締役社長吉野秀
行様から、一般寄附金として20万円の寄附をい
ただきました。寄附の累計額が60万円となった
ため、市から同社に感謝状と記念品を贈呈しま
した。
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一
首
目
、
愚
痴
を
聞
い
て
貰
え
る
親
が
い
る
と
は
幸
せ
だ
。
し

か
も
、
そ
の
親
は
賢
く
、
愚
痴
の
大
部
分
を
飲
み
込
ん
で
一
つ

は
必
ず
褒
め
る
と
言
う
。
二
首
目
、
島
の
多
い
の
が
瀬
戸
内
海
の
特
徴

で
、
景
が
見
え
る
様
だ
。「
た
ま
ら
ず
」
の
語
に
は
望
郷
の
念
と
同
時
に

自
慢
も
感
じ
ら
れ
る
。三
首
目
、
虚
実
双
方
が
入
っ
た
作
品
の
例
で
あ
る
。

「
虚
」は
内
心
＝
想
い
で
、「
実
」は
具
体
＝
秋
雨
の
中
の
金
木
犀
で
あ
る
。
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消費生活センター 483-1151（代表）
リサイクル •ガイド

●受け付けは、午前9時〜正午、午後１時〜５時（土曜・日
曜日、祝日は休所）。市内在住の人が対象です。企業・営
利団体は利用できません。
【ゆずります・無料】プリンターインク IC69 ／ M・C・Y
　上記の他に、市役所１階ロビー掲示板・市ホームページ
でもリサイクル品情報を紹介しています。

■
俳
句

■精神障害者家族　対話の集い　精神障害者を
身内に持つ家族が、相談ごと、悩みごと、心配
ごと等について話し合う「対話の集い」を開催
します。２月26日㈭午後１時30分～４時、プラ
ッツ習志野北館。申し込みは、電話またはファ
クスで習志野八千代心の健康を守る会・渡邊
453-6760へ。

■書いて伝えよう！ ｢要約筆記体験講習｣ 参加
者募集　中途失聴者や聞こえづらい人への情報
提供手段の一つに ｢要約筆記｣ があります。外
見ではわかりにくい､ 聞こえない､ 聞こえづら
い人たちを取り巻く状況を理解し､ その場の話
を文字で伝える ｢要約筆記｣ を体験してみませ
んか。３月９日㈪・10日㈫午後１時30分～３時
30分、福祉センター。100円。申し込みは３月２
日㈪までに市身体障害者福祉会 485-8822へ。

ミニ・ガイド

� ヤチヨ・ゼロカーボンＧＸセミナーが開催されました　　
　１月22日、セントラルスポーツ生涯学習プラザで「ヤチヨ・ゼロカーボンＧＸセミナー」
が開催され、資源循環・製造・食品関係の事業者など、地域の脱炭素やＧＸ（グリーン・
トランスフォーメーション）に関心のある45人が参加しました。
　セミナーでは、東京大学先端科学技術研究センターの谷口信雄氏よる基調講演「気候変
動時代のＧＸと中小企業の脱炭素経営」のほか、主に事業者が参考にできる支援策紹介と

して、千葉エコ・エネルギー㈱の細山田直誠氏、千葉県中小
事業者等脱炭素化支援センター事務局よる発表が行われ、地
球温暖化に関する最新情報の共有が図られ見識が深まり、自
然と交流が起こるなど参加者からも好評でした。本市の市域
から出る温室効果ガス排出量の約５割を産業部門が占めてい
ますが、今回のセミナーは産業部門における温室効果ガス削
減の加速を目指すうえで大変有意義な機会となりました。

▲�東京大学先端科学技術研究セ
ンターの谷口信雄氏

　病気や災いの
侵入を防ぐため、
集落の道の境に
ワラ蛇や注

し め な わ

連縄
を掛ける「ツジギ
リ」という風習が
あります。市内で
受け継がれてい
る伝統行事で、

下高野では１月31日にワラを使って蛇が
作られました。トウガラシで目や舌をつ
け杉や柊

ひいらぎ

の葉、魔よけのお札を刺した２
メートル前後のワラ蛇は、下高野の６箇
所の境に供えられました。

地域に伝わる伝統行事「ツジギリ」

　１月20日に寄贈式が行われ、石井食
品㈱様より食育をテーマとした「カー
ドゲーム　イシイのレシピ」48セット
を寄贈いただきました。
　これは、２～４人で遊べる具材カー
ドを集めて、楽しく料理を作るカード
ゲームで、子どもたちが「食材を知る」
「調理の手順を考える」「自分だけのメ
ニューをつくる」という体験を、遊び
ながら学べるよう企画・開発されまし
た。寄贈いただいたカードゲームは、
市内の学童保育所24施設・48教室の子
どもたちに届けられました。

石井食品㈱様からカードゲーム
を寄贈いただきました

　１月17日～
19日に勝田台
文化センター
で市書道会、
市教育委員会
主催の第30回
新春八千代市
書道会展が開催され、多くの書の大作が展示さ
れました。
　17日には県立八千代高等学校書道部による書
道パフォーマンスが行われ、大きな作品が書き
上げられました。書道部員より作品について「今
回は八千代市書道会展が30回という記念の会を
迎えるため、自分たちの好きな言葉や好きな歌
の歌詞なども参考にしながら『おめでとう』の
意味を込めたお祝いの言葉になるようにしまし
た。また、大きい文字は、市書道会のこれから
の発展をお祈りして『幸来（幸せが来るように）』

という言葉
にしました。」
と説明。作
品はステー
ジ上に飾ら
れ、多くの
人を魅了し
ました。

第30回新春八千代市書道会展が
開催されました

▲�音楽に合わせ思いを込めた渾身の一枚
を書き上げました

▲�貼りまぜなどさまざまな作品を展示

▲�ワラ蛇を作って約40年
の立石さん

◀
石
井
食
品
㈱
取
締
役

執
行
役
員
伊
藤
幸
一
郎
氏

（
左
）
と
服
部
市
長
（
右
）

ワラの大蛇で一年の安全を祈る

◀�

下
高
野
に
供
え
ら

れ
た
ワ
ラ
蛇
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